
STEP.1 策定のきっかけ STEP.2 取り組みの内容 STEP.3 取り組みの効果

業務の効率化、生産性向上を
実現するには！？
業務の効率化、生産性向上を目的とした
補助金の活用、計画書策定をきっかけと
して経営全般における課題克服とアド
バイスを求めていました。
設備投資、人的投資の判断基準を客観的
に把握する意義の重要性を認識し、公的
機関の事業戦略を導入することとなり
ました。

中期的な目標達成のために
部門間でＰＤＣＡを回す。
まずは中期的な目標を明確にしました。
その目標達成に向けて各部門ごとの課
題を整理したあと、具体的な取組内容を
示していきました。この取り組みを通
じて、各部門の責任者を中心に、時系列
で一つひとつ課題を克服するために努
力を重ねています。

戦略内容に沿った取り組みを
着実に進め、計画以上。
戦略内容の社内への落とし込みから始ま
り、財務、顧客、業務プロセス、学習と成
長それぞれの課題に堅実に取り組み、１
年目は一部課題を残しながらも一定の成
果を上げられました。
従業員各々が生産現場で工夫を凝らし生
産性も向上。コロナ禍前の人流の回復も
あり、計画以上の達成結果となりました。
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事業戦略
策定事例

事業戦略シートをたたき台にして社員全体でPDCAを回し、中期計画の達成を目指す！
３年目の設備増強計画を踏まえて、引き続きサポートを受けながら具体化された２年目の課題に取り組ん
でいきます。私たちは、安全で快適な職場環境づくりを基本とし、事業戦略会議や定例会でPDCA（計画・実行・
評価・改善）を回し、計画達成を目指します。

VOICE 代表取締役 村山 さん

〒781-0112 高知県吾川郡いの町 3918　
TEL：088-892-1011
事業内容 ：ボックスティシュ、ポケットティシュ等の製造販売
従業員数：54 名

従業員、家族、顧客、社会に満足いただく
価値ある会社を志向する

VISION
企業理念

ホームページ

部
門
間
で
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
回
し

計
画
以
上
の
増
収
増
益
を
達
成


